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生活科教育 

 

「対象への気付き」から「自分自身への気付き」へと高める生活科指導の工夫 
― 自己評価カードを活用した振り返りの場を充実させることを通して ― 

 

呉市立警固屋小学校 小松 寿美代 

 

研究の要約 
  本研究は，自己評価カードを活用した振り返りの場を充実させることを通して「対象への気付き」か 

ら「自分自身への気付き」へと高める指導の工夫を明らかにしようとしたものである。文献研究から， 

「自分自身への気付き」へと高めるとは，対象とかかわる中で，自分と対象とのかかわりを振り返り， 

今まで気付かなかった自分に気付くことであると捉えた。今まで気付かなかった自分に気付かせるため 

には，視点を当てて振り返らせることや，次へのめあてをもたせたり，客観的に自分を見つめさせたり 

する振り返りが有効であると分かった。そこで，「にこにこカード」を作成し，それを活用した振り返 

りの場を活動の前後に位置付け，次の活動へのめあてをもたせたり，客観的に自己を見つめさせたりす 

るために，話合いを設けたりコメントを書いたりした。このように，振り返りの場を充実させることに 

より「自分自身への気付き」へと高めることができた。 

    キーワード：自分自身への気付き 振り返り 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 
中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善

について」（平成20年）の生活科の改善の具体的事

項に，「自分の特徴や可能性に気付き，自らの成長

についての認識を深めたり，気付きをもとに考えた

りすることなどのように，児童の気付きを質的に高

めるよう改善を図る。」ことが示されている。これ

を受け，小学校学習指導要領（平成20年）生活の学

年の目標（３）に「身近な人々，社会及び自然との

かかわりを深めることを通して，自分のよさや可能

性に気付き，意欲と自信をもって生活することがで

きるようにする。」が新たに加えられた。平成16年

度に国立教育政策研究所教育課程研究センターが実

施した指定校調査の分析の経過では，評価に関する

課題の一つとして，「対象への気付き」から「自分

自身への気付き」へと気付きの質を高めるような学

習指導と評価活動を行う必要があることが報告され

ている。 

 このことは，これまでの私の授業を振り返ってみ

ても課題である。それは，評価の視点を明確にし，

児童の気付きを引き出し表現させたり，以前の自分

より向上し成長したことに気付かせたりする振り返

りの場となっていなかったためと考えられる。 

そこで，文献研究により，自分自身への気付きが 

生まれる視点を入れた自己評価カードの作成をする。

そして，第２学年「かげとあそぼう」の単元におい

て，自己評価カードを活用した振り返りの場を意図

的・計画的に設け，対象と自分との関連に意識をも

たせるような働きかけの工夫を行う。このことによ

り，「対象への気付き」から「自分自身への気付き」

へと高めていくことができると考え，本主題を設定

した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 気付き 
小学校学習指導要領解説生活編（平成20年，以下

「解説」とする。）の中で，気付きは，「対象に対

する一人一人の認識であり，児童の主体的な活動に

よって生まれるものである。そこには，知的な側面

だけでなく，情意的な側面も含まれる。また，気付

きは次の自発的な活動を誘発するものとなる。」1) 

と明確に定義されている。このような，生活科にお

ける気付きには，「対象への気付き」と「自分自身

への気付き」がある。 

本研究では，「自分自身への気付き」に焦点を当

てて研究を進めていく。 

(1) 自分自身への気付き 

「解説」には，小学校低学年における自分自身へ
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の気付きとして，①集団生活になじみ，集団におけ

る自分の存在や友達の存在に気付くこと，②自分の

よさや得意としていることや興味・関心をもってい

ることなどに気付くこと，③自分の心身の成長に気

付くことの３点が挙げられ，具体的には，次のよう

に述べられている。①は，活動における自己関与意

識や成功感，成就感などから，仲間意識や帰属意識

が育ち，共によりよい生活ができるようになること

である。②は，自分のよさや得意としていることな

どに気付くとともに，友達のよさにも気付き，お互

いを認め合い，よさを生かし合って共に生活や学習

ができるようになることである。③は，自分の成長

の背後には，それを支えてくれた人々がいることが

分かり，感謝の気持ちやこれからの成長への願いを

もって，意欲的に生活することができるようになる

ことである。 

中野重人（平成２年）は，自分自身への気付きの

核心は，自分自身の良さや取り柄，長所などに目を

向け，それに気付かせることによって，一人一人の

児童にやる気と自信をもたせることをねらっており，

生活科の最も生活科らしい特色ということができる

だろうと述べている。 

 このように，自分自身への気付きとは，具体的な

活動や体験を通して，自分と友達の存在やよさ，自

分の成長に気付くことであり，それらに気付かせる

ことで児童にやる気と自信をもたせることをねらっ

ている生活科の最も生活科らしい特色といえる。 

(2) 「対象への気付き」から「自分自身への気付 

き」へと高める 

「解説」には，生活科では，具体的な活動や体験

を通して，かかわる対象への気付きが生まれること

が大切であり，それとともに一人一人が以前の自分

より向上し，成長したことに気付くことを大切にす

る必要があることや「生活科のどの内容においても，

児童が対象と自分とのかかわりを深め，対象に気付

くことで，そこに映し出される自分自身への気付き

が生じる。」2)と述べられている。また「生活科は，

働きかける対象への気付きだけではなく，自分自身

の気付きへと質的に高まることも大切にする。」3) 

と述べられている。 

梶田叡一（1987）は，生活科にとって目指すべき

自己認識は，その芽だけでよく，あくまでもその基

礎づくりにとどまると述べている。では，小学校低

学年における発達段階では，自己認識をどのように

捉えればよいのだろうか。梶田（1987）は，「いろ

いろな面について『自分自身への気付き』とそれに

かかわる体験を豊富にし，将来にわたって自己理解

を深め広げていくための素材を蓄積していってほし

いものです。そして，そうした気付きや体験の上に，

自分自身に関する前向きの思い込みとしての健康的

な自己概念の芽が，少しずつ育っていってほしいも

のです。」4)と述べ，「生活科においては，それを，

純粋に自分自身についてのみ考え探究していくとい

う形においてではなく，自分の日常生活について，

また自分の身の回りの人々や自然について，考え探

究していくなかで学習していこう，というわけで

す。」5)と述べている。 

これらのことから，「対象への気付き」から「自

分自身への気付き」へと高めるとは，自分の日常生

活や身の回りの人 ・々自然についての学習を通して，

対象とのかかわりを深め，対象に気付くことで，そ

こに映し出される自分自身への気付きを生じさせる

ことであり，今まで気付かなかった自分のいろいろ

な面について気付いていくことであるといえる。こ

のようにして生じた自分自身への気付きは，それ自

体が質的に高いものであるといえる。 

(3) 自分自身への気付きを育むために 

梶田（1987）は，自己認識の芽を育てる生活科に

おける学習として，次の三つのタイプを挙げている。

第１のタイプは，自分の学習のあり方そのものにつ

いての学習であり，第２のタイプは自分の能力や機

能について新たな認識を得る学習であり，第３のタ

イプは，自分なりに取り組んだ成果の確認，あるい

は努力の結果についての学習である。そして，これ

らの三つの学習を活動のなかで実現していくために，

指導する側がどのような準備と配慮をすればよいか

について４点述べている。１点目は活動の展開の工

夫，２点目は一人一人の学習課題のもたせ方，３点

目は活動の場の環境づくり，４点目は教師の支援と

しての言葉かけである。 

つまり，自分自身への気付きを育むためには，三

つのタイプの学習を直接学んでいくのではなく，活

動することを通して，それらを学んでいく必要があ

るといえる。その際，指導者は，児童が活動するこ

とを通して，それらを学ぶことができるように，活

動の展開の仕方，学習課題のもたせ方，活動の場の

環境づくり，教師の支援としての言葉かけをどうす

ればよいのかを準備し配慮しなければならない。 

 

２ 自己評価カードを活用した振り返りの場 
の充実 

(1) 振り返り 



- 3 - 

 

 鹿毛雅治（平成21年）は，「ともすれば形式的に

流れがちな終末の評価，振り返りをもっと内実のあ

る自己への振り返りの活動として大切にしたい。な

ぜなら，振り返ることが本時の学びを自分なりに整

理し，自己の成長に気付くときだからである。」6)

と述べている。 

宮本光雄（1999）は，自分自身のよさや可能性に

気付かせるためには，体験したことを表現させ，交

流させる場を積極的に位置付けたり，肯定的な評価

活動を展開したりすることが重要であると述べてい

る。また，嶋野道弘（2003）は，「対象への気付き

から自分自身への気付きまで高めるためには，直接

体験，すなわち『対象に直接働きかける学習活動』

だけでは難しい。これまでの直接体験を振り返った

り，他者に認めてもらえるような機会をつくったり

する必要がある。」7)と述べている。 

これらのことから，振り返ることで，本時の学び

を自分なりに整理し，自己の成長に気付くことがで

きるといえる。また，体験したことを振り返り表現

させたり，交流させたり，他者に認めてもらったり

するような肯定的な評価活動を展開することで， 

「自分自身への気付き」へと高めることができると

いえる。 

(2) 自分自身への気付きが生まれる自己評価カード 

 木村吉彦（平成15年）は，「一人一人の取り柄，

長所を伸ばし，その子らしさを育てる」生活科にお

いて重要なことは，子どもが「自分との関わりで身

近な社会や自然を学ぶ」ことと，自分の好きなこ

とはなにか，自分の興味・関心はどの辺にあるの

かということに気付くこと，すなわち「自分自身

への気付き」が果たされることであると述べてい

る。 

梶田（1987）は，自己評価が可能な領域は，自分

自身についてのあらゆる面にわたるわけであるから，

教育の場における自己評価としては，かなり大幅に

限定し，焦点化しなければならないことを述べ，以

下の五つの側面が教育上有効であるとしている。①

授業・活動への参加状況，②向上・成長の状況，③

学習に関する習慣・態度，④対人関係のあり方，⑤

自分自身の全体的なあり方である(1)。解説に挙げら 

れている自分自身への気付きとこれらの五つの側面

を照らし合わせると，生活科で焦点化する自己評価

の側面は，①授業・活動への参加状況，②向上・成

長の状況，④対人関係のあり方になる。これらを整

理し，木村の論を基に，「想定される自分自身への

気付き」を表１に示す。 

 表１ 生活科における自己評価 
解説に挙げられている 

自分自身への気付き 
自己評価の側面 「想定される自分自身への気付き」 

「集団における

自分・友達の

存在」 

④対人関係

のあり方 

・～さんと一緒にやったからできた。 
・～さんに教えてもらった。 
・～さんに教えてあげた。 
・自分の役割を果たせた。 

「自分・友達の

よさ」 

①授業・活動

への参加

状況 

・～をがんばってやった。 
・～するのがおもしろかった 
・～するのが楽しかった 
・～ができてうれしい。 
・～を考えた。 
・～を工夫することができた。 
・～を上手にすることができた。 

「自分の成長」 
②向上・成長

の状況 

・～ができるようになった。 
・～が分かるようになった。 
・前より～が上手になった。 
・～が得意だと分かった。 
・これからも～をしていきたい。 

 

生活科では，自分の活動を振り返って自己評価す

る際，表１に示した，「想定される自分自身への気

付き」にあるような子どもの表現から，自分自身へ

の気付きの生起を見取ることができる。 

そこで，子どもが「自分との関わりで身近な社会

や自然を学ぶ」ことを通して，自分の好きなことは

なにか，自分の興味・関心はどの辺にあるのかに気

付かせるために，振り返りの場で活用する自己評価

カードは，「にこにこカード」とし，「どんな時に，

どんなことで，にこにこになったのか」に視点を当

てて振り返らせ，絵と文で表現させる。このことに

より，対象に対する自分とのかかわりを通して，自

分自身の活動への参加状況，向上や成長の状況，対

人関係のあり方を振り返ることができ，対象への気

付きとともに，「自分・友達のよさ」「自分の成長」

「集団における自分・友達の存在」といった自分自

身への気付きが生まれると考える。  

(3) 自己評価カードを活用した振り返りの場の充実 

小森純子（1999）は，生活科における自己評価カ

ードを活用した実践上の問題点を３点挙げ，「一つ

は，子どもが，何について自己評価をすればよいの

かわからないまま，カードに向かっているというこ

とである。二つには，活動の一番最後に自己評価カ

ードを活用するため，せっかくやった自己評価の内

容が次の活動へと生かされていないということであ

る。三つには，幼年期の子どもは，自己中心的であ

るため，自分自身のことを客観的に見て判断しなが

らカードを活用していくことが難しいということで

ある。」8)と述べている。 

木村（平成15年）は，「子どもは，他者から見ら

れている自己を自分の中に内面化して，自己を見る

視点とするのである。」9)と述べている。この自己 

を見る視点として，加藤明（1987）は，「頑張れば
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できた」という成果を返してやることで，自分に対

しての積極的な見方を育てることが大切であると述

べている。 

鹿毛（平成21年）は，気付きを交流する場では，

児童のよさが相互に認められ，意欲や自信となって

児童の学習に反映されていくことを述べている。 

 （２）（３）より，自己評価カードを活用した振

り返りの場を学習活動の前後に位置付け，以下のよ

うな手立てを行っていく。まず活動後には，「にこ

にこカード」を活用し，「どんな時に，どんなこと

で，にこにこになったのか」という視点をもたせて

振り返らせる。その後に，話合いを設け，次の活動

への見通しをもたせる。活動前には，よさを認めた

り，次の活動を促したりするような教師のコメント

を入れた自己評価カードを返し，前時の話合いや教

師のコメントを基に本時のめあてを考えさせる。そ

うすることで，一人一人がめあてをもって活動し，

振り返ったことを次の活動に生かすことができると

考える。また，自分自身のことを客観的に見つめさ

せるために，活動後の話合いでは，お互いを認め合

ったり，自己評価カードに友達からのコメントを入

れたりする場を設ける。  

 

Ⅲ 研究授業について 
 

１ 目的 
生活科の内容（６）「自然や物を使った遊び」を

中心とした単元「かげとあそぼう」の指導において，

自己評価カードを活用し，振り返りの場を充実させ

た授業を実施する。活動後や単元終末の振り返りに

おける児童の自分自身への気付きを「にこにこカー

ド」や話合いの記録を基に分析，考察することによ

って，自己評価カードを活用し，振り返りの場を充

実させることが，「自分自身への気付き」へと高め

るために有効であったかを検証する。 

 

２ 研究授業の内容 
○ 期 間 平成24年12月10日～平成24年12月17日  

○ 対 象 所属校第２学年（１学級22人） 

○ 単元名 かげとあそぼう 

○ 目 標  

影を見付けて遊んだり，影との遊びに使う物を

工夫して作ったりすることを通して，影の不思議

さや影と遊ぶ面白さ，自分と友達の存在・よさや

自分の成長に気付き，みんなで遊びを楽しむこと

ができる。 

 

○振り返りの場を学習活動の前後に位置付けた指導計画（全９時間） 
次 時間 前時の振り返りの場（視点） 学習活動 本時の振り返りの場（視点） 

一 
① １  影を見付けよう①（校庭で影見付けをする） 

「にこにこカード」を書く 
話合い（すごい・試してみたい） 

② １ 
めあてを決める（「にこにこカ
ード」のコメント・話合い） 

影を見付けよう②（校庭で影の秘密を見付ける） 
「にこにこカード」を書く 
話合い（すごい・試してみたい） 

二 

① ２ 
めあてを決める（「にこにこカ
ード」のコメント・話合い） 

影と遊ぼう①（体育館で電気の光を使って影遊びを 
する） 

「にこにこカード」を書く 
話合い（すごい・試してみたい） 

② ２ 
めあてを決める（「にこにこカ
ード」のコメント・話合い） 

影と遊ぼう②（体育館でお気に入りの影遊びを 
見付ける） 

「にこにこカード」を書く 
話合い（すごい・試してみたい） 

③ ２ 
めあてを決める（「にこにこカ
ード」のコメント・話合い） 

影と遊ぼう③（お気に入りの影遊びを発表する） 
「にこにこカード」を書く，話合い（すご
い・面白い），友達へのコメントを書く 

三 ① １ 
めあてを決める（「にこにこカ
ード」のコメント・話合い） 

影と遊ぼうを振り返ろう（影と遊ぼうを振り返ってお
家の人に自慢したいことを「にこにこカード」に書く） 

話合い（お家の人に自慢したい 
こと） 

 

○気付きの想定と教師のコメント  
「自分自身への気付き」
（自己評価の側面） 

想定される「自分自身への気付き」 よさを認める教師のコメント 

「集団における自
分・友達の存在」 

（対人関係のあり
方） 

・～さんと一緒に影遊びをしたよ。 
・～さんに影のことを教えてもらったよ。 
・～さんに影のことを教えてあげたよ。 
・影遊びで，○○の役をしたよ。 

・友達と仲良く影遊びをしていたね。 
・友達に上手に教えてあげることができたね。 
・友達の教えてくれることをよく聞いていたね。 
・自分の役割を果たすことができたね。 

「自分・友達のよさ」 
（授業・活動への 

参加状況） 

・頑張って影をたくさん見付けたよ。 
・影と遊ぶのが楽しかった・面白かった。 
・影の映し方を工夫することができた。 
・色の影の作り方を工夫することができた。 
・影絵劇が上手にできたよ。 
・～さんは指影絵が上手だったよ。 
・～さんは影の秘密をたくさん見付けていたよ。 

・自分から進んで影を見付けていたね。 
・よく見たから，○○が分かったのだね。 
・影の秘密を見付けられたのは，○○を頑張ったからだね。 
・影の秘密を見付けられたのは，〇○を工夫したからだね。 
・上手に○○をしていたね。 
・○○と○○を比べて考えたんだね。 
・自分や友達のいいところをたくさん見付けることができたね。 

「自分の成長」 
（向上・成長の状況） 

・影のことがたくさん分かるようになったよ。 
・色つきの影が作れるようになったよ。 
・○○が得意だと分かったよ。 
・これからも影遊びをしたいな。 

・前より，影のことがよく分かるようになったね。 
・いろいろな影を作れるようになったね。 
・○○するのが得意なのだね。 
・前より，○○が上手になったね。 
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Ⅳ 研究授業の分析と考察 
 振り返りの場を充実させるために，自己評価カー

ドを活用し，それを基にした話合いやコメントを取

り入れた授業実践について，話合いの記録や「にこ

にこカード」（自己評価カード），日記の記述，行

動観察などから，分析と考察を行う。 

 

１ 自己評価カードを活用した振り返りの場 
の充実 

(1) 「にこにこカード」の活用 

「自分自身への気付き」へと高めることができた

かを明らかにするため，活動後に書いた自己評価カ

ードから自分自身への気付きの数を，学習過程に沿

って分析した。その結果が図１のグラフである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図１ 自分自身への気付きが生起した数 

 

 図１のグラフを見ると，第一次①から「自分・友

達のよさ」や「自分の成長」などの自分自身への気

付きを生起していることが分かる。また，単元が進

むにつれ，生起した自分自身への気付きの総数が多

くなっている。そして，単元が進むにつれ，「にこ

にこカード」には，「～のことがわかって，にこに

こになりました。」というように，自分が対象とど

のようにかかわったかを振り返った記述が多く見ら

れるようになった。 

これは，第一次①から，「にこにこカード」を活

用し，「どんな時に，どんなことで，にこにこにな

ったのか」を振り返り，カードに記述することで，

自分と対象とのかかわりに視点を当てた振り返りが

でき，対象への気付きに映し出される自分自身への

気付きが生起したためと考える。また，同じ視点で

の振り返りを繰り返すことで，自分と対象とのかか

わりを振り返ることが意識できるようになり，自分

自身への気付きを多く生起することができたと考え

る。 

このように，「にこにこカード」を活用し，「ど

んな時に，どんなことで，にこにこになったのか」

に視点を当てて振り返らせることで，自分と対象と

のかかわりを振り返ることができ，対象への気付き

に映し出される「自分自身への気付き」へと高める

ことができたといえる。 

(2) 次の活動のめあてをもたせる 

主体的な活動となるように，次の授業の始めに，

前の授業を振り返り，本時のめあてを考える時間を

設けた。その際，前時に自分が書いた振り返りと教

師からのコメントを読ませたり，前時の話合いの場

面を思い出させたりしながら，本時のめあてをもた

せるようにした。振り返りの場の話合いの記録や児

童の「にこにこカード」の記述を基に，話合いや教

師のコメントを生かして，本時のめあてをもつこと

ができたかを表２に整理した。 

 
表２ めあてをもてた人数 

 
次 
 

第
一
次
① 

第
一
次
② 

第
二
次
① 

第
二
次
② 

第
二
次
③ 

第
三
次 

話合いの内容を生かして 
めあてをもてた人数 

 10 ８ 10 ３ ９ 

教師のコメントを生かして 
めあてをもてた人数 

 ８ ９ ７ 15 ５ 

話合いの内容と教師のコメントの 
両方を生かしてめあてをもてた人数 

 ４ ５ ５ ４ ８ 

合 計  22 22 22 22 22 

 

表２を見ると，話合いの内容や教師のコメントの

みを生かしただけでは，22人全員がめあてをもてて

いないことや，話合いの内容や教師のコメントの両

方を生かしてめあてをもてた児童がいることが分か

る。 

このことから，全員にめあてをもたせるためには，

振り返りの場での話合いや教師のコメントの両方が

必要であったといえる。話合いや教師のコメントを

生かしてめあてを考えたことで，児童一人一人が，

活動に対してより具体的なめあてをもつことでき，

すぐにめあてに向けて取り掛かり，主体的な活動を

広げることができた。 

 このように，振り返りの場で話合いを設けること

や，次への活動を促すような教師のコメントを入れ

ることは，めあてをもたせることに有効であったと

いえる。以下に，めあてをもたせることは，「自分

自身への気付き」へと高めることに有効であったか

を話合いの内容や児童の振り返り，教師のコメント，

行動観察などを基に考察する。 

 

0

10

20

30

40
集団におけ

る自分・友

達の存在 

自分・友達

のよさ 

自分の成長 

（個） 
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ア  話合い 

 活動後の振り返りの場では，「にこにこカード」

に書いたことを基に，気付きを交流し，「やってみ

たい」「試してみたい」と思うことについて話し合

った。第一次①の振り返りの場の話合いの内容を以

下に示す。  

   
 
Ｔ：友達の気付きを聞いて，「やってみたいな」「試してみた

いな」と思ったことはありますか。 
ａ：ありとか実の小さい影を見付けてみたいです。 
ｂ：①本当は，手をつないでいないのに，つないでいるように見

えるか試してみたいです。  

ｃ：同じです。手をつないでいないのに，つないでいるように 
  見えるのか試してみたいです。 
ｄ：アスレチックの影を見付けたいです。 
ｅ：〇○くんのように，ジャンバーで影を作って見たいです。 

Ｔ：ジャンバーじゃなくても影は作れるかな。 

  【他のものでも作れる。】 
ｆ：○○さんが見付けた，外では明るいと影が映るのに，中で 
  は暗いと影が映ることがすごいと思いました。 
ｇ：自分より影の方が背が高いのか確かめてみたいです。 

  【同じです。】 
ｈ：私は，ドーナツの影を見付けてみたいです。 
Ｔ：明日は，２時間目に影見付けをしたいと思います。今日 
  の影と同じかな。違うかな。確かめてみたいね。 

      
※【  】はつぶやき 

     第一次①の振り返りの場の話合い 

   

ｂ児は，第一次①の振り返りの場の話合いで，友

達の気付きを基に，気付きの交流場面で，下線部①

のように「本当は手をつないでいないのに，つない

でいるように見えるか試してみたい」と発言した。

そして，そのことを第一次②のめあてに決めていた。

ｂ児は，「やってみたい」と思ったことを実際に確

かめようと目的意識をもって主体的に活動すること

ができていた。第一次②の振り返りには，そのこと

を以下のように表現している。 

 

 

 

 
 
  

第一次②のｂ児の振り返り 

 

  下線部②から，影の秘密について分かるようにな

った自分の成長に気付くことができたことが分かる。

また，下線部③から，影の秘密を見付けられた自分

のよさに気付くことができたことが分かる。 

 このように，振り返りの場で話し合ったことを基

に，次の時間のめあてをもたせることで，活動が主

体的になり，対象とのかかわりが深まったことから，

「自分自身への気付き」へと高めることができたと

いえる。 

イ 教師のコメント 

 「にこにこカード」に，前時の活動の様子や振り

返りに書いてある内容，振り返りの場の話合いでの

発言などを参考にし，その子のよさを認めたり，次

の活動を促したりするような教師のコメントを入れ

た。ｉ児の第二次①の振り返りと教師のコメント，

ｉ児の第二次②のめあてと振り返りを以下に示す。 

 
（第二次①振り返り） 

今日，私は，○○ちゃんと雪だるまを作りました。フラフープ
の大きさは同じだったけど雪だるまのように見えました。④○○
ちゃんと雪だるまが作れてよかったなと思いました。 

 
（第二次①教師のコメント） 
 ⑤大きな雪だるまを作ったのですね。影の映し方を工夫してい

ましたね。⑥次は，フラフープを使って何に挑戦したいですか。  
    
（第二次②本時のめあて） 

前は雪だるまの顔がなかったので，雪だるまの顔を作りたいです。 
 
（第二次②振り返り） 

わたしは，今日雪だるまの顔と色の影を作りました。色でもす
けていてライトを付けて，後ろから照らすと色がつくことが分
かりました。またやりたいです。⑦そして，雪だるまの顏は，手

でできることが分かりました。⑧すごくにこにこになりました。 
 

※太字は自分自身への気付き 

   ｉ児のめあてと振り返り・教師のコメント 

 

ｉ児は，第二次①に，フラフープを二つ使って雪

だるまの影を作り，下線部④のように書いていた。

第二次①のｉ児の振り返りを受けて，下線部⑤のよ

うに影の映し方を工夫したよさを認める言葉と，下

線部⑥のように次の活動を促すような言葉を入れて

返した。ｉ児は教師のコメントを生かして，第二次

①に雪だるまの影の顔が作れていなかったことを振

り返り，第二次②のめあては，「前は雪だるまの顔

がなかったので，雪だるまの顔を作りたいです。」

と決めることができた。友達と一緒にいろいろと試

して見ながら，目になる影は，手を使って映せばよ

いことに気付き，できたときにはとても満足してい

た。第二次②の振り返りから，下線部⑦ように，今

までできなかったことができるようになった自分の

成長に気付くことができたことが分かる。また，下

線部⑧からは，試行錯誤を繰り返しできるようにな

った自分のよさに気付くことができたことが分かる。 

これは，本時のめあてを決めるときに，教師のコ

メントを読むことで，前時の活動の様子を思い出し，

よさを認められたことが自信となり，「もっとこう

したい」という次のめあてをもつことができたため

と考える。そして，自信をもって活動することで，

めあてが達成でき，「自分自身への気付き」へと高

めることができたといえる。 

 わたしは，○○さんと手つなぎをしました。手をつないでい

ないのに，かげでは手をつないでいたので，びっくりしました。

②かげのひみつは，やっていないことがやっているようにうつ
ることです。③かげのひみつを見つけられてよかったです。 

※太字は自分自身への気付き 
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(3) 自分自身のことを客観的に見つめさせる 

 自分自身のことを客観的に見つめさせるために，

振り返りの場の話合いでは，友達の気付きを聞いた

り，影遊びの発表を見たりして，「すごい」と思っ

たことや「面白い」と思ったことを発表させた。ま

た，グループ活動後の「にこにこカード」には，友

達からのコメントを書く欄を設けた。このことによ

り，自分自身のことを客観的に見つめさせる視点を

もたせることになり，「自分自身への気付き」へと

高めることに有効であったかを話合いの内容や日記，

「にこにこカード」，友達からのコメント，行動観

察などを基に考察する。 

ア 話合い 

 第二次③では，「お気に入りの影遊びを教えてあ

げよう」とグループ活動を設定した。まず，お気に

入りの影遊びが同じ児童同士でグループを作り，影

遊びを教えてあげる方法を話し合い，発表の準備や

練習を行った。そして，グル―プごとに発表を行っ

た。振り返りの場の話合いでは，「にこにこカード」

に他のグループについて書いていることを発表させ

た。第二次③の振り返りの場の話合いの内容を以下

に示す。 

 

第二次③の振り返りの場の話合い 

 

グループごとに発表している時にも，見ている児

童から「すごい」「面白い」というつぶやきがあり，

さらに，話合いで他のグループからよさを認められ

ることで，どの児童も発表したことに満足しており，

第二次③の「にこにこカード」には，自分や友達の 

よさについての気付きが多く書かれていた。ここで

は，ｑ児の日記を以下に示す。 

 

 

 

 

 
ｑ児の日記 

 

ｑ児は，自分に対する評価が厳しく，この時も，

「練習の時の方が上手くいったのに。」とつぶやい

ていた。しかし，話合いの中で，下線部⑨のｎ児の

発言から，自分を振り返る視点を得ることができ，

下線部⑩のように，自分のしたことが友達から認め

られたことが分かり，集団における自分の存在に気

付くことができたと考える。下線部⑪は，「練習の

方が上手くいったのに」という気持ちから，「ゾン

ビごっこの面白さが分かってもらえたのだな。自分

の発表は上手くいったのだな。」という気持ちに変

わったことが読み取れる。単元終末の振り返りには，

お家の人に自慢したいことを「にこにこカード」に

以下のように書いている。 
 

ｑ児の単元終末に書いた「にこにこカード」 

 

ｑ児は，友達から認められたことで，「ゾンビの

影遊び」に自信をもつことができたことが下線部⑫

から読み取れる。絵には，自分が大きく描かれてお

り，絵からも自信をもっている様子が分かる。 

このように，振り返りの場の話合いで，自分のよ

さを他者から認められる場を設定したことで，自己

を振り返る視点を得ることができ，自分自身をより

 
Ｔ：他のグループの発表を見て，「すごい」「面白い」と思っ 
  たことはありませんか。  

ｊ：私は，色水のところが面白かったです。色水でも色が映る 
  ことが分かったからです。  
ｋ：ぼくは，影絵劇が面白かったです。最後の「めでたしめで 

  たし」が面白かったです。 
Ｔ：お話が面白かったですね。時間をかけてお話を作ったから 
  ね。 

ｌ：ぼくも○○くんたちの影絵劇が面白かったです。わけは， 
  救急車が来たりしたからです。にこにこになりました。ま 
  た見たいです。 

ｍ：私が一番面白かったのは，影絵劇です。二つのグループど 
  ちらとも面白かったです。面白かったので，にこにこにな 
  りました。色水のグループもすごかったです。わたしもこ 

  んなすごい発見をしてみたいです。楽しかったのでにこに 
  こになりました。  
ｎ：⑨ゾンビごっこが面白かったです。すごく似ていました。 

  にこにこになりました。  
ｏ：同じです。 
ｐ：大きなはさみをぎゅっとおすところが面白かったです。 

Ｔ：踊りのグループも上手でしたね。かげがくるくる回ってい  
てきれいでした。   

 

 今日，生活科でともだちにゾンビごっこを教えました。そし
て，⑩ともだちがわらってくれたから，うれしかったです。「ゾ
ンビごっこがおもしろかったです。」と言ってくれました。⑪ぼ

くは，まあいいかと思いました。 

※太字は自分自身への気付き 

 

ぼくは，ゾンビのかげをうつしました。⑫そして，ゾンビ

らしさが出ました。家でもやりたいです。そして，かげえげ

きもそのうちしてあげたいです。でもどうぶつしかやりたく

ないです。あとこわいやつもです。かげは，おもしろいと思

いました。 

※太字は自分自身への気付き 
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ｒくんは，れんしゅうのときに，やり方を紙に書いてくれまし
た。分かりやすかったです。 

 

客観的に見つめることができたといえる。そのこと 「どんな時に，どんなことで，にこにこになった

で，自分自身のよさを自覚することができ，「自分

自身への気付き」へと高めることができたといえる。 

イ 友達からのコメント 

 第二次③の「にこにこカード」は，友達からのコ

メントを書く欄を設けた。同じグループで，一緒に

発表の準備や練習をしながら気付いた友達のよいと

ころを書かせた。ｒ児のグループは，大きく映る影

を使って，「ゾンビごっこ」を発表した。友達から

のｒ児に対するコメントを以下に示す。 

 

ｒ児に対する友達からのコメント 

 

ｒ児は，単元終末に書いた「にこにこカード」に

以下のように書いている。 
 

ｒ児の単元終末に書いた「にこにこカード」 

 

ｒ児は，下線部⑬のように，発表が成功したのは，

友達と自分が役割を果たしたからであるという，集

団における自分や友達の存在に気付くことができた。 

これは，友達からのコメントを基に振り返ることで，

自分自身を客観的に見つめることができ，自分がグ

ループの中で役に立ったことを確信し，自分自身の

よさに気付くことができたためと考える。 

このように，友達から自分のよさを書いてもらう

ことは，自分自身を客観的に見つめる視点が得られ，

自分のよさを自覚することにつながり，「自分自身

への気付き」へと高めることに有効であったといえ

る。 

 

Ⅴ 研究の成果と今後の課題 

 

１ 研究の成果 
 本研究を通して，振り返りの場を充実させる際，

次のような工夫を行うことが「対象への気付き」か

ら「自分自身への気付き」へと高めることに有効で

あることが分かった。 

○ 振り返ったことを次の活動に生かすために，単

元の終末だけでなく，振り返りの場を学習活動の

前後に位置付けること。 

○ 自分と対象とのかかわりを振り返らせるために 

 のか」に視点を当てた「にこにこカード」を活用 

 すること。 

○ 「やってみたいこと」や「試してみたいこと」

についての話合いや教師のコメントを基に，次の

活動のめあてをもたせること。 

○ 教師のコメントは，学ぶ姿の見取りを基にした

よさを認める言葉を入れること。  

○ 客観的に自分を振り返る視点をもたせるため，

「にこにこカード」に友達からのコメントの欄を

設け，一緒に活動して気付いた友達のよさを書か

せたり，「すごい」「面白い」と思ったことにつ

いて話し合わせたりすること。 

 

２ 今後の課題 
 児童の気付きを「対象への気付き」から「自分自

身への気付き」へと高めるために，更に次のことを

研究していく。 

○ 「にこにこカード」に各自で振り返りを書いた

後で，話合いの場を設けたために，振り返りに時

間がかかった。活動の時間を十分に確保するため

に，自己評価カードを活用した学習展開を工夫し，

効率よく振り返りができるようにすること。 

 

【注】 

(1) 梶田叡一（2010）：『教育評価 第２版補訂２版』 

 有斐閣双書 pp.188－192 に詳しい。 

 

【引用文献】 
1) 文部科学省（平成20年）：『小学校学習指導要領解説生 

活編』日本文教出版 p.４ 

2) 文部科学省（平成20年）：前掲書 p.11 

3) 文部科学省（平成20年）：前掲書 p.11 

4) 梶田叡一（1987）：『自己認識 自己概念の教育』ミネ 

ルヴァ書房 p.83 

5) 梶田叡一（1987）：前掲書 p.83 

6)  鹿毛雅弘（平成21年）：『小学校新学習指導要領 ポイ

ントと授業づくり 生活』東洋館出版社 p.74 

7)  嶋野道弘（2003）：『生活科の授業方法―新しい評価を

生かす構想と展開』ぎょうせい p.22 

8)  小森純子（1999）：『生活科・総合的学習 重要用語 300

の基礎知識』明治図書 p.245 

9)  木村吉彦（平成15年）：『生活科の新生を求めて～幼小 

 連携から総合的な学習まで～』日本文教出版 p.160 

 
 

 ぼくのおうちの人にじまんしたいことは，ゾンビの大きいか
げです。みんなゾンビになりました。⑬ゾンビを考えたのは，み
んなで考えました。そのやり方を書いたのは，ぼくです。外で
やったときには，体いくかんのかげが一ばん大きかったです。 

※太字は自分自身への気付き 


